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「
藤
内
」
に
関
す
る
史
料
が
多
い
点
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。
目
録
作
成
の
上
で
は
充
分
な
（
む
し

ろ
過
度
の
、
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
の
一
分
類
上
特

に
ま
と
め
ら
れ
て
は
い
な
い
一
）
配
慮
が
施
さ
れ

て
い
る
が
、
不
当
な
る
差
別
の
解
消
に
向
け
て
研

究
が
進
む
こ
と
を
望
み
た
い
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
本
田
録
を
見
る

時
、
い
さ
さ
か
の
不
便
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。

町
、
十
村
、
あ
る
い
は
藤
内
に
つ
い
て
調
べ
た
い

場
合
、
支
配
政
策
を
一
通
り
見
通
し
た
い
場
合
、

ほ
と
ん
ど
全
て
の
項
目
に
あ
た
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
だ

ろ
う
し
、
ま
た
、
支
配
者
側
の
布
達
と
町
の
独
自

の
規
約
・
勘
定
帳
簿
類
が
、
井
波
町
の
願
書
と
他

の
村
の
願
書
が
、
同
じ
項
目
に
入
っ
て
い
る
こ
と
｛

に
も
違
和
感
を
覚
え
る
。

　
近
世
近
代
の
文
書
学
i
分
類
法
・
整
理
保
存
法

一
は
、
そ
の
必
要
性
に
反
し
て
大
き
く
研
究
が
立

遅
れ
て
お
り
、
地
方
文
書
を
整
理
す
る
場
合
で
も

担
当
者
個
々
の
判
断
で
分
類
が
行
わ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
が
、
文
書
の
作
成
主
体
・
契
機
、

移
動
の
同
一
性
を
重
視
す
る
分
類
法
を
採
用
、
あ

る
い
は
併
用
す
る
こ
と
も
一
策
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
本
目
録
で
は
江
戸
期
と
明
治
期
で
時
期

を
大
別
し
て
い
る
が
、
肝
煎
が
廃
止
さ
れ
、
近
村
内

を
合
併
し
て
町
会
所
が
設
立
さ
れ
た
の
は
明
治
四

年
で
あ
り
、
事
実
明
治
三
年
ま
で
の
文
書
は
江
戸

期
に
連
続
す
る
も
の
が
多
い
だ
け
に
、
明
治
元
年

で
機
械
的
に
区
分
し
て
い
る
こ
と
は
惜
し
ま
れ
る
。

　
し
か
し
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
点
は
、
質
・
量
共
に
驚
く
べ
き
豊
野
さ

を
持
つ
こ
の
目
録
の
価
値
を
い
さ
さ
か
な
り
と
も

減
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
残
さ
れ
た
未
整
理
の
文

書
に
つ
い
て
は
、
以
後
町
の
独
自
の
事
業
と
し
て

作
業
が
続
け
ら
れ
る
由
で
あ
る
。
全
文
書
目
録
の

完
成
と
、
本
目
録
が
そ
の
価
値
に
児
合
う
よ
う
に

充
分
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

　
　
　
　
（
B
5
版
　
六
〇
九
頁
　
一
九
八
五
年
三
月

　
　
　
　
井
波
町
。
注
文
は
直
接
井
波
町
立
図
書
館

　
　
　
　
（
砺
波
郡
井
波
臨
明
山
見
一
四
〇
〇
離
曾
地
）
へ
。

　
　
　
　
送
料
共
九
千
円
。
甲
子
類
目
録
は
送
料
共
三

　
　
　
　
千
円
。
な
お
、
来
年
刊
行
予
定
の
未
整
理
分

　
　
　
　
の
目
録
が
出
る
ま
で
は
、
文
書
の
閲
覧
は
で

　
　
　
　
き
な
い
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
塚
本
　
明
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

訂
　
正

　
本
誌
第
六
九
巻
第
四
号
の
褒
表
紙
及
び
裏
表
紙

中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
謹
し
ん
で
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誤
「
　
正

　
表
表
紙
　
辮
≧
　
　
騰
　
（
き
）
↓
（
自
）

　
裏
表
紙
　
国
■
認
時
9
芝
斜
（
ら
O
）
↓
（
禽
）

昭
和
穴
十
一
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
（
研
究
成
果
刊
行
費
）

の
交
付
に
つ
い
て

　
こ
の
た
び
、
昭
和
六
十
一
年
度
科
学
研
究

費
補
助
金
（
研
究
成
果
刊
行
費
）
を
、
文
部

省
学
術
国
際
局
よ
り
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
、
昭
和
六

十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
史
林
の
出
版

・
刊
行
に
対
す
る
補
助
金
で
す
。
こ
こ
に
史

林
の
出
版
・
刊
行
費
の
一
部
と
し
て
、
文
部

省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
成
果
刊
行

費
）
の
交
付
を
う
け
た
こ
と
を
明
記
い
た
し

ま
す
。
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受
贈
図
書

　
　
（
一
九
八
六
年
四
月
一
七
日
～
五
月
二
三
日
）

飛
鳥
寺
飛
鳥
資
料
館
図
録
（
飛
鳥
資
料
館
）
一
五

岩
窟
通
明
著
　
出
羽
山
参
詣
道
中
記
史
料
集
（
山

　
形
大
学
教
養
部
）

黒
崎
八
洲
次
良
著
　
長
野
県
に
お
け
る
社
会
変
動

　
と
地
域
的
対
応
の
諸
形
態
（
信
州
大
学
人
文
学

　
部
）

横
井
清
・
丹
生
谷
哲
一
他
著
　
中
世
の
民
衆
と
芸

　
能
（
阿
三
社
）

山
下
正
男
著
　
京
都
市
内
お
よ
び
そ
の
近
辺
の
中

　
世
城
郭
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）

ラ
ス
レ
ッ
ト
著
・
川
北
稔
／
指
昭
博
／
山
本
正
訳

　
わ
れ
ら
失
い
し
世
界
（
三
嶺
書
房
）

　
　
　
　
◇

西
南
学
院
大
学
文
理
論
集
　
二
六
一
二

東
北
学
院
大
学
論
集
（
東
北
学
院
大
学
文
経
法
学

　
会
）
　
一
七

広
島
大
学
文
学
部
紀
要
　
四
五

広
島
大
学
文
学
部
特
輯
号
　
一
・
二
号

産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
会
）

　
一
一
［
一
四

史
瀞
ず
論
撰
果
（
駒
沢
大
学
大
学
院
史
学
会
）
　
　
一
六

民
族
研
究
（
北
京
民
族
研
究
編
集
部
）
　
一
、
二

濾
谷
史
壇
（
竜
谷
大
学
史
学
会
）
　
八
七

美
術
研
究
（
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
）
　
三
三

　
二
～
三
三
五

山
形
大
学
史
学
論
集
（
山
形
大
学
山
形
史
学
会
）

　
六
｝

三
康
文
化
研
究
所
年
報
　
一
六
・
一
七

字
都
宮
大
学
教
育
学
部
紀
要
　
三
三
、
三
五
、
三

　
六

室
山
大
学
教
育
学
部
歴
史
学
研
究
愚
輩
報

東
北
学
院
大
学
論
集
（
東
北
学
院
大
学
文
経
法
学

　
会
）
　
一
六
（
創
立
百
周
年
記
念
号
）

暫
古
人
類
学
刊
（
国
立
台
湾
大
学
）
　
四
四

日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
（
東
北
大
学
目
本
文

　
化
研
究
所
）
　
別
巻
二
三

東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
　
三
五

忌
避
（
豊
本
史
学
大
学
院
合
同
発
表
会
）
　
七

文
明
（
東
海
大
学
文
明
研
究
所
）
　
　
四
六

教
育
学
部
論
集
（
福
島
大
学
教
育
学
部
）
　
三
九

尋
源
（
大
谷
大
学
国
史
学
会
）
　
三
五
、
三
篶

史
学
研
究
集
録
（
国
学
院
大
学
日
本
史
学
専
攻
大

　
学
院
）
　
＝

研
究
紀
要
（
尾
道
短
期
大
学
）
　
三
五

歴
史
研
究
（
大
阪
府
立
大
学
）
　
二
四

筒
朋
大
学
論
集
　
五
三
・
五
四
合
併
号

　
　
　
編
集
後
記

　
編
集
会
議
で
は
常
に
船
齢
に
し
て
慎
重
な
検
討

が
加
え
ら
れ
る
た
め
に
、
や
や
も
す
れ
ば
三
ケ
月

遅
れ
と
な
る
発
行
も
、
こ
こ
に
至
っ
て
｛
気
に
軌

道
修
正
。
遅
れ
を
か
な
り
取
り
戻
し
ま
し
た
。
論

説
3
本
と
ノ
ー
ト
2
本
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
の
程
よ

さ
に
加
え
て
、
内
容
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
窟
ん
だ
第

六
九
巻
第
五
号
で
す
。
充
分
に
御
吟
味
下
さ
い
。

　
恒
例
の
史
学
研
究
会
大
会
を
迎
え
る
頃
に
は
、

京
都
の
山
々
も
そ
ろ
そ
ろ
赤
み
が
さ
し
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
多
数
の
御
参
集
を
お
待
ち
申
し
上

げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
有
）

｛航

ﾖ
正
子
藷
翻
定
価
δ
o
o
円

　
幽
又
　
　
林
　
　
第
六
九
巻
第
五
母
（
通
巻
第
一
二
一
二
九
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部

発
行
人

印
刷
所

中轟畢史
村雫長曄
羅灘碁

萎1武1究

社琶誌会
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会

止
口

　
史
学
研
究
大
会
・
総
会
の
お
知
ら
せ

左
記
の
ご
と
く
、
本
年
度
の
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
多
数
御
出
席
下
さ
い
。

　
日
　
時
　
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
二
日
（
日
）
午
後
一
時

場
　
所
　
京
都
大
学
楽
友
会
館

　
　
　
　
　
　
（
市
バ
ス
近
衛
通
下
車
東
入
）

公
開
講
演

　
楊
守
敬
と
日
本
人
書
家
と
の
交
流
　
　
　
杉
村
邦
彦

　
　
ラ
シ
ー
ド
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
『
二
手
』
（
二
一
二
〇
～

　
　
　
一
一
年
作
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
　
田
　
實
　
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会
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